
脳基盤「精神･神経疾患の克服のための研究基盤の整備に向けた課題の検討」 

 

 

１）研究課題名 

「精神・神経疾患克服のための研究資源（リサーチリソース）の確保を目指した脳基盤の整備

に関する研究」 

 

２）所属機関名 / 氏名 

国立精神・神経医療研究センター病院 第一精神診療部 部長 有馬 邦正 

 

３）目的 

神経科学研究と精神・神経疾患の病態解明のため、精神・神経疾患の死後脳を収集し、医学

研究者に提供する機構（ブレインバンク、以下 BB と略記）を整備するために調査研究を行う。 

BB は実際には 2つの異なったものを指す；一つは脳の集積（個別の BB サイト）であり、2つ

は個別の BB サイトを包含するシステムとしての BB（BB システム）である。 

本研究は、死体解剖保存法などの現行法と病理解剖指針および医学研究倫理指針等を遵守し

た National BB システムのあり方（グランド デザイン案）を示し、剖検病理検体（死後脳な

ど）の収集・保存などの運営に関する諸課題の解決策を提示することを目的とする。また、

National BB システム運営のための人材の育成・教育・研修プログラムも含まれる。 

 

４）概要 

以下の(1)から(3)の調査研究を実施し、(4)から(7)を策定あるいは検討する。 

(1)国内の主要神経病理診断・研究機関が凍結保存する死後脳の疾患別の数、医学研究への提

供状況などを調査する。また、質の良い死後脳保存のための標準技術を明示し、機器や人件

費などの運営経費を明らかにする。 

(2)国内の主要な神経科学および医学研究機関に、死後脳を用いた研究の実施状況と将来の使

用の可能性およびその条件などを明らかにする。 

(3)国内外の主要な剖検脳蓄積機関（BB）を、現地視察調査、聞き取り調査などを行い、法制

度や社会文化的背景を含めた BB の位置づけを検討する。 

(4)日本に“機能する BB”を設立するために、BB サイト、死後脳の全国データベース、人材の

育成・教育・研修プログラム、普及啓発活動などを含む、BB システムのグランド デザイ

ン案を提示する。 

(5)死体解剖保存法、病理解剖指針、医学研究に関する倫理指針などを遵守し、死後脳などの

剖検病理検体を収集し保存する機構を構築する。また、運営手順書等を策定する。 

(6)凍結脳などの剖検病理検体を多施設共同研究に提供する手順を検討する。 

(7)日本で死後脳を収集する場合、BB ドナー登録制に加えて、同意能力に制限がある個人（特

に未成年者）のドナー登録の課題、行政解剖で得られた死後脳の研究使用の課題を検討する。

研究期間内に解決できない法倫理上の課題は、専門家の継続的協議にゆだねる。 

 

 



５）実施体制 

BB システムの調査研究を統括し作業の進捗を管理する研究統括グループを設置する。この下に

3 つの Working Group (WG)をおく。WG が専門的検討を行い、その成果を研究統括グループで検

討し、課題への対策を策定する。調査研究組織機構と WG 等の役割分担および業務連携は下図に

示す。 

 

 

 

 

（１） 脳のバンキングとBB検体の研究使用に関する検討 

研究者：齋藤祐子、伊藤雅之、服部功太郎、石川正憲、林千晶 

①Banking WG委員長、新潟大学脳研 柿田明美准教授 

【調査検討内容】 

神経疾患、精神疾患、小児疾患（発達障害を含む）の剖検脳の保存状況の把握とバ

ンキング時の問題点を抽出する。アンケート調査を行う。 
脳のバンキングと BB 運営、システム整備に関する調査研究を行う。 
BB の危機管理に関する検討を行う。 

 

②研究使用WG委員長、東北大学大学院医学系研究科 富田博秋准教授 

【調査検討内容】BB検体の研究使用する脳科学研究者向けアンケート調査を行う。 

（２） BB運営に関する法倫理学的検討 

法倫理WG委員長  武田伸一、     研究者：黒木規臣、伊藤雅之 

 

ブレインバンク法倫理検討委員会 

【調査検討内容】 

NCNP 内外の医療行為・生命科学研究分野の法と倫理の専門家を研究協力者に委嘱し、

調査検討する。諸外国とわが国の BB の実態と法的生命倫理的対応を把握し、問題点に

関する対応のあり方について検討する。 

 法的生命倫理的問題の把握に関しては、現地調査、聞き取り調査、関係図書やインタ

ーネットで得られる国内・国外の情報を収集し検討する。その検討結果をまとめ、わが

国の実情に照らして、死後脳の入手・保存・利用に関する法的倫理的枠組みとそれに適

用される原則、求められる要件、用いられるべき書面のあり方を検討する。 

１．ブレインバンク（BB）のあり方に関する検討（研究統括グループ） 

有馬邦正（代表研究者）、武田伸一、黒木規臣、石川正憲、齊藤裕子、伊藤雅之、 

服部功太郎、林 千晶 

研究協力者：柿田明美、豊島靖子、村山繁雄、高尾昌樹、丹羽真一、富田博秋、丸山英二 

【調査検討内容】 

研究計画の実施状況の進捗管理をする。国内・海外の代表的BBを現地視察し問題抽出する。

各WGの調査で明らかになった課題とその対策を取りまとめ、関連学会等と協議する。 

 死後脳の収集・保存・利用に当たって法的倫理的観点から遵守すべき原則を明らかにし、BB

の実際の運営方法を策定する。 

日本に“機能する BB”を設立するためにグランド デザイン（全体構想）を提示し、人材の

育成・教育・研修を含めた実現可能な BB システムの案を示す。

調査研究組織機構と業務の連携 


